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国⽴情報学研究所@2020.9.25
「第17回 ４⽉からの⼤学等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポジウム」



本⽇の内容

0.   調査の概要
1. どのようなオンライン授業が選択・実施されたのか？
2. オンライン授業の実施にどの程度傾倒したのか？
3. オンライン授業を実施して，学⽣の学習効果をどの程

度実感しているか？
4. オンライン授業を実施して良かったこと，困っている

ことはどんなことか？
5. 後期以降のオンライン授業についてどのような⾒通し

を持っているか？
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調査概要

■「2020年度前期 オンライン授業に関するアンケート調査」
■実施時期 2020年7⽉22⽇（⽔）〜8⽉5⽇（⽔）
■調査設計 ⾼等教育研究開発推進センター教育アセスメント室

情報環境機構
■調査⽅法 オンライン調査（⽇本語版，英語版）
■実施⽅法 KULASISを通じて，前期の授業担当者宛に通知
■調査対象

前期の授業担当者1,775名
内訳：常勤1,472名，⾮常勤303名

■有効回答者数（回答率）
全体1,182名（66.6％）

内訳：常 勤927名（調査対象内63.0％／有効回答内78.4%）
⾮常勤255名（調査対象内84.5％／有効回答内21.6%）
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KULASIS: 履修，成績登録などのシステム，
簡単な資料配布や学⽣へのメール連絡が可能
PandA: 京都⼤学のLMS, KULASISと科⽬，
履修簿を連携
Zoom: 本年度に全学規模でライセンス導⼊，
PandAとLTI 連携
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対象科⽬*の区分とクラスサイズ

375; 33%

503; 44%

153; 14%

67; 6%

33; 3%

対象科⽬の区分(N=1,131)

全学共通科目

学部専⾨科⽬
⼤学院専⾨科⽬
ILASセミナー
複数

＊数値は⼈数，割合

172; 15%

224; 20%

278; 25%

279; 25%

98; 9%

72; 6%

5; 0%

履修登録者数(N=1,128)

1〜10⼈
11〜25⼈
26〜50⼈
51〜100⼈
101〜150⼈
151⼈〜
不明等

＊数値は⼈数，割合

＊⾃⾝が担当している科⽬のうち，オンライン授業を実施している
科⽬を「1つ」選んで，科⽬区分と科⽬名を記⼊するよう教⽰



調査内容
１．基本情報（⽒名，常勤・⾮常勤の別，部局，職階）
２．オンライン授業を準備・実施する際に利⽤したサポート
３．対象科⽬の絞り込み（科⽬区分，科⽬名）
４．対象科⽬の基本情報（授業種別，対象部局・学年，履修者数・出席者数等）
５．オンライン授業の実施⽅法
６．実施場所 ７．準備負担 ８．準備時間 ９．情報共有
10．同時双⽅向型への質問（⽅法，形態，構成，討論，録画等）
11．オンデマンド型への質問（メディア，⽅法，連絡，双⽅向性等）
12．教材とその取扱い（著作物の種類，配付・提⽰，注意・指⽰等）
13．学習の評価（基準，課題の頻度・提出・返却，⼩テストの⽅法等）
14．PandAとKULASISで使⽤しているツール
15．TAの利活⽤
16．授業の効果（良かった点(教員・学⽣)，困っている点）
17．オンライン授業についての今後の⾒込み
18．オンライン授業実施のための環境と⽀援
19．今後の授業で取り⼊れていきたいこと（FA） 20．意⾒・要望・課題（FA）
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約6割の教員が同時双⽅向型，4⼈に1⼈がオンデマンド型を選択6

704; 61%
138; 12%

156; 14%

153; 13%

図1-1. オンライン授業のタイプ(N=1,151)

主に「同時双⽅向型」

主に「オンデマンド型（動画教
材）」
主に「オンデマンド型（テキスト
教材）」
主に「混合型（同時双⽅向＋オン
デマンド型）」

1. 選択されたオンライン授業のタイプ

＊数値は⼈数，割合



同時双⽅向型は4⼈に1⼈，オンデマンド型では約半数が240分以上7

2-1. オンライン授業のタイプと準備時間

8.2%

2.0%

5.9%

24.2%

9.4%

11.8%

17.0%

25.2%

18.1%

17.0%

19.6%

18.6%

19.6%

20.9%

18.3%

23.8%

52.9%

48.4%

39.2%

主に「同時双⽅向型」(694)

主に「オンデマンド型（動画教材）」(138)

主に「オンデマンド型（テキスト教材）」(153)

主に「混合型（同時双⽅向＋オンデマンド型）」(153)

図2-1. オンライン授業のタイプと準備時間(1回分)の関係

60分未満 60分〜120分 120分〜180分 180分〜240分 240分以上
＊カッコ内は⼈数



42.2

23.8

22.6

20.4

7.1

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

2. 概ね毎週、課題を課し提出を求めている

4. 学期中に1・2回レポートを課して提出を求めている

1. 授業時に簡単な課題を課し提出を求めている

3. 数回に1度程度、課題を課し提出を求めている

5. 特に課題は課していない

図2-2. 課題の頻度(N=1,120)

4割強の教員が概ね毎週課題を課し，約3割が紙に書かせて電⼦化・提出8

2-2. 課題の頻度と提出メディア

(複数回答)

78.3

42.6

32.2

0 20 40 60 80

2. PDFやWORDなどのファイル

1. PANDAのインラインでの記述、メー
ルでの⽂章

3. 紙に書かせて撮影した画像あるいは
PDF化したファイル

図2-3. 課題の提出メディア(N=1,047)

(複数回答)



約6割の教員は，採点し，何らかの形でフィードバックしている9

2-3. 課題の採点とフィードバック

35.9

28.1

22.3

17.1

11.1

9.9

18.3

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

3. 採点し講評を授業時に全体に伝えている

5. 採点し、コメントを返している

1. 提出の確認のみのフィードバックを⾏っている

2. 採点し点数のフィードバックを⾏っている

6. 採点し、添削したファイルを返している

4. 採点し講評をPANDAのお知らせツールで全体に伝えている

7. フィードバックは⾏っていない

図2-4. 課題の採点とフィードバック(N=1,059)

(複数回答)



8割強の教員が学習効果を実感，混合型が最も効果を実感 10

3. 学習効果の実感

220; 20%

695; 62%

171; 15%

35; 3%

図3-1. 実施前の想定と⽐べた学習効果の実感(N=1,121)

1. 効果を実感している
2. ある程度効果を実感している
3. あまり効果を実感していない
4. 効果を実感していない

19.4%

19.7%

16.4%

23.7%

63.2%

60.6%

58.6%

61.2%

14.6%

15.9%

19.7%

13.2%

2.8%

3.8%

5.3%

2.0%

主に「同時双⽅向型」

主に「オンデマンド型（動画教材）」

主に「オンデマンド型（テキスト教材）」

主に「混合型（同時双⽅向＋オンデマンド型）」

図3-2. オンライン授業のタイプと効果実感(N=1,121)

効果を実感している ある程度効果を実感している
あまり効果を実感していない 効果を実感していない

＊数値は⼈数，割合



場所を選ばず，⾃分のペースが共に上位，教員より学⽣にメリット11

4-1. オンライン授業で良かったこと

21.2

62.3

13.3

6.6

14.3

25.1

0

15.0

47.5

76.6

13.2

31.0

0

26.0

25.8

6.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

1. ⾃分のペースで授業(学習)できる

2. 場所を選ばずに授業できる(受講出来る)

3. 教室より学⽣(先⽣)との距離が近いと感じる

4. 教材がつくりやすい(利⽤しやすい)

5. 説明がしやすい(教員のみ)

6. コンピュータやオンラインのツールについての知識やスキルが⾼
まる

7. 社会⼈や留学⽣、遠距離の学⽣などが参加しやすい(学⽣のみ)

8. 特にない

図4-1. 教員から⾒たオンライン授業で良かったこと

教員として 学⽣として

(複数回答)



授業準備や学⽣との双⽅向性に課題，各種ツールの使い⽅はOK12

4-2. オンライン授業で困っていること

50.9

47.4

41.3

36.9

35.5

29.1

7.1

5.3

3.0

1.1

7.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

1. 授業準備に時間が取られる

2. 授業資料・課題をオンライン授業⽤に新しくする必要がある

4. 学⽣とのコミュニケーションがとれない

10. 疲労感（⽬や肩の疲れ）がある

6. 学⽣の理解度が測れない

5. 学⽣へのフィードバックが⼤変

7. PANDAの使い⽅が分からない

3. 学⽣のICTやレポート作成などのスキルが不⼗分である

8. ZOOMの使い⽅が分からない

9. パソコンの使い⽅が分からない

11. 特にない

図4-2. オンライン授業で困っていること(N=1,115)
(複数回答)



3⼈に2⼈は何らかの形でオンライン授業を取り⼊れたい考え 13

5. オンライン授業についての今後の⾒込み

351; 32%

279; 25%

240; 22%

227; 21%

図5-1. 今後の授業の実施⽅法(N=1,097)

1. 対⾯での授業実施に戻したい

2. 対⾯での授業を中⼼にオンライン授
業を併⽤したい
3. オンライン授業を中⼼に対⾯での授
業を併⽤したい
4. オンライン授業で⾏いたい

33.7%

23.4%

40.3%

23.3%

25.1%

24.2%

24.8%

28.8%

22.6%

22.7%

14.8%

25.3%

18.7%

29.7%

20.1%

22.6%

主に「同時双⽅向型」

主に「オンデマンド型（動画教材）」

主に「オンデマンド型（テキスト教材）」

主に「混合型（同時双⽅向＋オンデマンド型）」

図5-2. オンライン授業のタイプと今後の授業(N=1,097)

対⾯での授業実施に戻したい 対⾯での授業を中⼼にオンライン授業を併⽤したい
オンライン授業を中⼼に対⾯での授業を併⽤したい オンライン授業で⾏いたい

＊数値は⼈数，割合


